
2広報たけはら　2011.12.5

報
告
そ
の
①

幻
想
的
な
灯
り
に
照
ら
さ
れ
た
２
日
間

　
　
　
　
　
　
「
た
け
は
ら
憧
憬
の
路
」

あの２日間を写真で報告

10 月 29 日と 30 日、町並み保存地区一帯で、「町並み竹灯り～たけはら憧憬の路～」

が開催されました。歴史文化薫る町並みが、竹灯りに照らされ、市内外からの来場

者をあたたかく迎えました。
　

今
年
の
憧
憬
の
路
は
、
１
週
間
前

か
ら
、
雨
の
予
報
。
竹
灯
り
の
製
作

に
参
加
す
る
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
は
、

　

「
な
ん
と
か
一
日
だ
け
で
も
開
催

し
た
い
の
ぉ
。
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
当
日
、
暗
く
な
る
に
つ

れ
て
雨
が
弱
ま
り
、
憧
憬
の
路
の
開

催
が
決
定
。
み
な
さ
ん
安
堵
の
表
情

で
、
開
催
準
備
に
と
り
か
か
り
ま
し

た
。

　

17
時
。
点
灯
式
が
始
ま
り
、
町
並

み
保
存
地
区
一
帯
の
竹
筒
に
火
が
灯

さ
れ
る
と
、
来
場
者
も
徐
々
に
増
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、
「
ろ
う
そ
く
の

灯
り
が
あ
た
た
か
い
感
じ
が
す
る
。

本
当
に
き
れ
い
。
」
「
竹
原
っ
て
い
い

と
こ
ろ
な
ん
じ
ゃ
ね
。
」
「
雨
で
、
通

り
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
る
の
が
い
い

ね
。
」
と
い
っ
た
う
れ
し
い
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

30
日
も
、
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ

り
の
天
気
で
し
た
が
、
雨
に
も
負
け

ず
、
火
を
灯
し
続
け
る
地
域
の
み
な

さ
ん
の
力
で
、
無
事
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

終
了
後
、
竹
灯
り
を
展
示
し
て
い

た
参
加
者
か
ら
の
「
な
ん
と
か
、
天

気
が
も
っ
た
わ
～
」
と
い
う
言
葉
と

笑
顔
が
印
象
的
な
憧
憬
の
路
と
な
り

ま
し
た
。

照蓮寺では、竹原第３地区協働の
まちづくりネットワークが、規模
を拡大して、作品を展示。

踊りと音楽も、欠かせません。三
味線の音色が、町並みを彩りまし
た。

夫婦や恋人が、並んでゆっくりと
町並みを歩く姿も多く見られまし
た。

子どもたちもお手伝い。美しい灯
りは、子どもたちの目にどのよう
に写ったのでしょうか。

ボランティアの力で支えられてい
る竹切り作業。地域の力で、開催
されています。

今年度は、趣向を凝らした作品が
多数見られ、それぞれの個性が表
れたものとなりました。
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報
告
そ
の
②

ア
ニ
メ
の
世
界
に
染
ま
っ
た
２
日
間

　
　
　
　
　
　
　
「
た
ま
ゆ
ら
の
日
」

11 月 19 日と 20 日、市内で、竹原市を舞台としたアニメ「たまゆら」のイベント「た

まゆらの日 2011 ～おかえりなさい、あたたかな町へ～」が開催されました。当日は、

監督や声優のみなさんによるトークショーなど各種イベントで盛り上がりました。
　

11
月
19
・
20
日
、
市
内
は
、
約
５
，

０
０
０
人
も
の
「
た
ま
ゆ
ら
」
フ
ァ

ン
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ン
の
多
く
は
、
若
い
男
性
。

ア
ニ
メ
の
場
面
に
登
場
す
る
場
所
を

探
索
す
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
、
フ
ァ
ン
同
士
で
交
流
し
た

り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
２

日
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
実
際
に
竹
原
に
来
て
み
て
、
良

い
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
来
た

い
で
す
ね
。
」
と
話
す
の
は
、
大
阪

か
ら
来
た
フ
ァ
ン
。
ま
た
、
イ
ベ
ン

ト
に
は
市
民
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

市
内
在
住
の
親
子
は
、
「
娘
が
好
き

で
、
去
年
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
自
分
の
ま
ち
が
描
か
れ
て
う

れ
し
い
。
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
テ
レ
ビ
新
広
島
な

ど
で
放
送
中
の
「
た
ま
ゆ
ら
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
改
め
て
竹
原
の
魅
力
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あの２日間を写真で報告

「たまゆら」タオルに身を包む男性。
一目で「たまゆら」のファンと分
かりますね。

グッズ販売には長蛇の列。主人公
が住んでいた横須賀市からの出張
販売もありました。

市内にスタンプラリーのポイント
が設置され、多くのファンがポイ
ントを探す姿も。

あいふる 316 に設置された登場キャラク
ター「ももねこ様」の石像。声優のみな
さんも「かわいい～」となでていました。

佐藤 順一 監督から、市民のみな
さんにメッセージをいただきました

　昨年、憧憬の路に来たとき、ちょ

うど雨上がりだったんです。濡れ

た石畳に、竹灯りが照らされるの

が本当に幻想的で、写真をたくさ

ん撮ってスタッフに見せました。

みんな、「おぉ～」って感じでし

たよ。そういった経験が、第７話

のストーリーにつながりました。

　竹原に来るのは、今回で 7回目。

初めて来た時、駅前の「おかえり

なさい」の文字がすごく印象的で

したね。町並み保存地区には、生

活している人が多くいると知って、

ここを舞台にしようと心に決めま

した。来る回数を重ねるごとに、

気づくことがたくさんあります。

　周りの人の協力をいただいて、

たまゆらの日を盛り上げること

ができました。竹原のみなさん

に、本当に感謝しています。


